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炭化物の酸化反応による 
炭素-炭化物-酸化物系複合材料の気孔の封孔 
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 平成２８年度 研究成果 

炭化物とCOガスとの反応 
  MC+CO→MO2+C 
   ・炭素が生成する 
   ・体積膨張になる 

炭化物の添加効果 
  炭素の酸化防止剤・・・多くの知見あり 
  気孔の封孔剤・・・詳細な知見少ない 
  体積膨張による強度低下示唆・・・詳細な知見無し 

SiC + 2CO → SiO2 + 3C 
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諸言・目的 
 様々な炭化物を添加し、気孔率低減について調査した結果、添加した炭化物の酸素雰囲気中での酸化開
始温度付近で気孔率低減効果が発現することが明らかとなった。同時に、気孔率低減効果(封孔効果)が高
いと体積膨張も発生することが明らかとなり、封孔効果に伴う機械特性の低下が危惧された。 
 本研究では、MgO-C-B4C系複合材を用いて封孔効果が機械特性へ及ぼす影響について把握することとし
た。 
 

実験方法 

MgO Phenol 

混練 

成形 

乾燥 

気孔率測定 弾性率測定 

焼成 

C B4C Hexamine 

気孔率測定 弾性率測定 

強度測定 

アイリッヒミキサー 

スクリュープレス 
1st：100 mm·sec-1(60 MPa) 
2nd：155 mm·sec-1(120 MPa) 
3rd：180 mm·sec-1(150 MPa) 

250°C, 4h, Air 

アルキメデス法 グラインドソニック 
(打音法) 

アルキメデス法 グラインドソニック 
(打音法) 

800, 1000°C  
3点曲げr 

e.x.0.3mass% e.x.3mass% e.x.0-5mass% 4 mass% 96mass% 

開気孔率 弾性率 

熱間強度 まとめ 

B4C添加では封孔効果によ

り弾性率の低減を抑制可能
であった。 
 
多量添加では封孔効果によ
る残留応力が発生し、破壊
ひずみが小さくなることで
強度低下が生じる。 
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